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　　　　　　緒　　言　　　　　　　　　　　　　　　　になる様にした02）固型培地は3％小川培地を使用

　結核菌の発育は一般に遅く菌の検出までに比較的長　　　した。

時間を要し，結核の治療上にも重要な関係を有するた　　　　培養：島ge　AKA光電比濁計の比濁セルと同質の

めその早期検出に種々の方法が試みられている。　　　　　ガラスで特別に製作したL型試験管を用い，之に上記

　Dubos等①②によりTween－Albumin添加の液　　培地lt　10ml．つづ入れ各被検材料を夫々接種後，購卵

体培地が使用されるに及び液体培地の研究も発展し，　　器内の振盈装置にとりつけて37士1°Cにて振漫しなが

周型培地に比べ検出までの期間が短縮され，更に培地　　　ら培養した。対照として同一の材料を夫々30／o小川培

に酸素を供給することにより結核菌の発育を著明に増　　地に接種して培養した。

強させることが可能であることが明らかとなつた。　　　　　観察：振盈培養に於ける観察は培養開始3日ない

　当教室に於てもすでにDubos液体培地を用い振盈　　し4日後に行つた。培地を3000回転，45分間遠心沈

培養により，培地に酸素を供給させることにより結核　　　澱させ，沈漉を塗沫，染色して検鏡抗酸菌の有無を

菌のGeneration　Timeを短縮させ得ることを報告　　決定した。小川培地に於ける結核菌の発育は4週ない

③④⑥⑥した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　し8週後に判定した。

　今回著者は振盈培養法を用いて，結核患者の被検材　　　　　　　　　実験成績

料からの結核菌の分離培養を試み，同時に小川培地に　　　　1）振愚培養と小川培地友び塗沫標本に於ける結

於ける培養及び塗沫標本に於ける結核菌の検出を施行　　　核菌検出率の比較

し，比絞検討を試みたので報告する。　　　　　　　　　成績は〔表1〕の如くで，塗沫陽性のものは230例

　　　　　　実験材料及び実験方法　　　　　　　　　　中27例（11・7％）であり，振愚培養陽性のものは230

　　材料：当科に結核性疾患及びその疑で受診中の外　　例中55例（23・9％）であり塗沫陽性のものに比べ2倍

来及び入院患者の喀疾，胃液，胸水，髄液を用い総数　　　強の検出率を示した。小川培地陽性のものは230例中

230例について施行した。喀疾は4％NaOHを用いて　　65例（28・2％）で振灘音養よりやX良好な検出率を示

前処置を施行し，胃液は沈渣に等量の4％NaOHに　　　した。

て前処置を施行し，各々0．2ccずっ用いた。胸水，髄　　　検査材料別にみた検出率にっいては，喀疾では187

液は沈澄を各々0・1ccずつ用いた。被検材料はすべて　　例中塗沫陽性O．ものは26例（13・9％）であり，振愚培

最初に塗沫標本を作製しチールネルセン染色法をもつ　　養陽性のものは46例（24・6％）で塗秣陽性例のほy2

て染色し検鏡した。　　　　　　　　　　　　　　　　倍弱の価を示した。小川培地陽性のものは54例（28・9

　　培地；1）Dubos液体培地（栄研）を使用した。　　　％）で振嶽培養の場合よりやS良好な検出率を示し

更に荒井⑥の方法に準じ，培地900mLにTween　80　　た。喀疾の場合は全般に検出率は平均値より’良好な価

を、59加え，120°C，15分間滅薦後，培地用アルブミ　　を示した。胸水では25例中塗株陽性のものは1例（4

ン“栄研”を100ml．加えた。材料接種後のpHは6・8　　％）であり，振温培養陽性のものは7例（28・0％）で
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表1．　検Wi率の比較　　　　　表3。　培地汚染率の比較
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耳下輌1・・r・9T…165128・i一 ﾛ譲詣畿を讐蒙：蒲灘謬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものは含まれていない。
あり，小川培地陽性は5例（20・0％）であり振罎培養　　’　m）　振愚培養により早期に確診し得た興味ある症

が最も良い検出率を示した。胃液では13例に施行し塗　　　例について

沫標本及び振盈培養では菌は検出されず小川培地陽性　　　　症例ユ。小○保○，32才，男，会社員。

が2例（15・4％）に認められたのみであり全般に低い　　　　　現病歴：昭和34年9月全身倦怠感，関節痛，発熱

検出率を示した・mmaでは5例に断し灘陽性蹴　が認めら燗節リウマチとして治療を受けた．昭和35

認められないが振1盈培養陽性は2例（40％）であり・　　　年5月38、5。C位の弛張熱あり貧血症として輸血，プ

小川培地陽性は4例（80％）であり高い検出率を示し　　レドニソ投与を受けた。7月に至り悪感戦漂を伴い40。

t・・以上卿く胸水髄液醐してex振瀦養編い　C醗熱鼻出血も認められ7月朋当科セ・入院し
検出率を認めたが習液については1例も検出されなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
つた。併し例数が少く結論は出せない。　　　　　　　　　　　入院時所見：皮膚粘膜は貧血性で出血を認む。脈

羅培養・小川馳及び塗瀬隷於ける彬菌検　拍92回，体温38，5～4・・C，右鋼上窩に小リソパ腺

出の相互関係についてみると〔表2〕の如くである。　　　腫脹数ケあり，心尖部に収縮期雑音（＋），肺は異常

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なし，肝は3横指径触知，脾は触知せず。

　表2・　　昏検出法に於ける相互関係　　　　　　　　　　　検査所見：血液は血色素48％，赤血球280万，色

獄劇・1搬培養｝小賠地1例数｝％引　蘇数・・86・網状舳球48rd°：・醐8万・舳球44°°・

　　＋T．　＋　27　、、．7　白戯頒砺帷の骨断球7・°％・前髄球9・5
　　＿　　　　＋　　　　＋　　　19　　　8．3　　　％，骨髄球14．5％，後骨髄eW　18．　5％，桿状核15・0％，

　　＿　　一．一　　＋　　19　8．3　2核14・0％・3核3・0％，単球2・5％〃パ球15・0％・
　　一　　　　＋　’　　－　　　　g　　　3．g　　　骨髄像は細胞数88000，骨髄芽球と好中性の前骨髄球，

計　i74132・・購蹴獺゜血沈は115～146繭舗で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経過：亜急性骨髄性白血病の疑で治療を開始した

塗沫駄躍糠及び小川培地共”こ馳のも鰻　力朋29日賄前肝部で肋灘瀦を酬し，繍
23°例中27例（11・7％）であり・塗沫馳で振瀦養　。溺鄭て胸柵溜耀めた．胸水の羅縢で・

及び小川培地共に陽｛生のものは23°例中19例（8・3％）　畷に徽薗を灘し瓢徽及びman血病版応と

である・塗撒び耀膿が灘で小川培地のみ陽性　診断した．尚・ケ服に小メ1陪地にても徽菌を認め

のものは23°例「1：119例（8・3％）であり・塗徽ぴ小　た．以上mrm病を思わせる症状を呈したが，胸水中よ

川培地陰性で振盈培養のみ陽性のものは230例中9例　　　り振盈培養により早期v’t結核菌を羅め確診し得た。

獅贈㍊朧鱒縢鵜蓋激蠣　症例・・深・松・・65才・男滴業・

方が多く論られた．縢鵬幽鞭陰性伽認め　雛歴：25才嚇左湿1蜘1莫鄭鵬した：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現病歴：昭和38年8月中旬から強い盗汗を認めた
られなかつたo
　D　振愚培養及び小川培地に於ける培地汚染度に　　　が・喀疾・咳蹴等なく8月25日当科に入院・

ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院時所見：体格小・栄養悪い・体温37～37・6°C

　振愚培養及び小川培地に於ける雑菌による培地の汚　　　胸部は聴打診で異常を認めず，肝は4横指径触知し硬

染については〔衷3〕の如くである。230例中で汚染　　度は増強している。
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　　　検査所見：胸部レ線写真で右上肺野縦隔影に接　　　　　　　　　考　　按

　し，ほX“半円形，辺縁鋭利の胡桃大陰影あり，又両側　　　結核菌の培養に関しては多くの研究が続けられてお

　ei　y全肺野，特に下肺野に多く米粒大の撒布性陰影を　　　り，より正確に迅速に判定可能であつてしかも簡単に

　多数認め，腫瘍とその散布を思はせる像を呈した。し　　　施行出来る方法が望ましいわけである。

　かし左下肺野に肋膜石灰化像あり。血液像は異常な　　　液体培地の研究は古くから行われていたが固型培地

　く，」血沈51～95㎜，喀疾は粘液性で塗沫にて結核菌　　　に比し種々の不利な点があり実用的に使用されにくく

　（一）であつたが振愚培養で4日後に結核菌を認め肺結　　固型培地ほど研究されなかつた。併しながら近年化学

　核と診断された。以上の如く腫瘍との鑑別困難であっ　　　療法が行われるにつれ結核菌の物質代謝栄養要求の

　たが結核菌の早期検出により確診し得た。　　　　　　　颪での変化に対応するために従来の鶏卵培地による培

　　　症例3b村○光○，24才，女。　　　　　　　　　養のみでは万全を期すことが出来ず，かつ鶏卵培地に

　　　現病歴：昭和34年10月初旬微熱，咳漱，喀疾が認　　　よる培養では判定までに長時間を要する状態であり，

　められアイロタイシンの使用で改善した。10月末，左　　　早期診断により治療法を確立する上にも臨床上大きな

　胸部に鈍痛あり咳轍，喀疾が持続する様になり11rs　2　　欠点とされるに至つた。一方Dub。s等①②により抗

　日肺炎と診断され入院した。　　　　　　　　　　　　　　酸菌の培養にTween　80が利用され，かつ1血清アル

　　　入院時所見及び検査成綴：体温37・2°C，胸部は　　　プミソ添加により液体培養が容易になり優れた結果が

　左背上部で捻髪音，笛齊を聴取する。胸部レ線写真で　　認められる様になり，液体培養の研究も盛んとなつて

　左上肺野に拡締囲な淡いV2　s’均等な陰影を認める。血　　　来た。

　沈は53－・97ntm，白、血球7800，　ll客疾は粘液性やx膿性　　　　結核菌の発育は一般に遅く液体培地に於ても静概培

　で塗沫にて結核菌（一）であつたが双球菌（＋），連鎖　　　養ではarithmeticalな発育を示すことが特徴とされ

　状球菌（＋），振嶽培養で4日後に結核菌を検出した。　　ているが液体培地に振量又は通気により酸素を供給す

　以上の如くレ線写真上で肺炎様の像を呈しアイロタイ　　　ることにより結核菌も他の菌と同様に10garithmicな

　シソにより改善したため肺炎と診断されたが，振澱培　　発育をすることが多くの研究者⑦～⑰により明らかと

　養により，結核菌を早期に検出し確診し得た。．尚1ケ　　　された。

　月後に小川培地にても結核菌を認めた。　　　　　　　　　当教室でもすでにDubos液体培地の振懲培養によ

　　　症例4。南O次O，52才，男。　　　　　　　　　り結核菌の発育を促進させGeneration　Timeを短
　　　既往歴：昭和25年10月より肺結核にてSM，　PAS　　縮させ得ることが出来，臨床的に応角して良好な結果

　の投与と右人工気胸を施行された。　　　　　　　　　　を得たことを報告し，叉分離培養に用い得ることを予

　　　規病歴：昭和32年2月10目，血疾が認められ頭　　　報③④⑤⑥した。

　痛，睡眠障碍を訴え性格の異常を示した。3月16日よ　　　今回著者は結核患者及びその疑ある者の喀疾，胃

　り失禁が認められ，38・5°Cに発熱し3月23日当科に　　　液，胸水，髄液を用い振繰培養により分離培養し，向

　入院した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時に施行した3％小川培地による培養及び塗沫標本に

　　　入院時所見：意識不明で嗜眠状，脈拍90回で細　　　よる結核菌の検出について教室で行つた成績を比較検

　小，左顔面神経麻痺あり，左眼瞼下垂し，胸部に打診　　　討した。

　にて右前上～中部にかけ濁音を呈し，呼気鋭利及び延　　　Dubos培地が研究されて以来，液体培地も次第に使

　長あり，腹壁反鮒，畢丸反射，両側共なし，膝i蓋腱反　　　用される様になり，その報告も認められるが多くは基

　射，アキレス腱反射両側共なし，病的反射なし，ケル　　　礎的な結核菌発育に関するものであり，患者の被検材

　・・ッヒ症状（＋），項部強直（＋），ll11．ilt　60　一一78nan，体　　料よりの分離培養に関する報告は比較的少い。

　濃36．5°Cである。　　　　　・　　　　　　　　　Foley⑱はDubos培地の静置培養法により143人

　　　髄液所見：初圧3701mT水柱，20gc採液し終圧100　　の結核患麿の喀淡より分離培養を行い28例に結核菌を

　ma水柱，淡黄色透明，キサントクPtミー（十），飛塵　　　検出し，同時に施行した動物接種試験の成績とVlk　X’同

　（＋），クエッケソステット症状（一），細胞数828ん，　　一の結果を得ており，Dubos『培地による拾離培養の

1大部分リソパ球，バンデイ（卦），糖25㎎／ee，トリブ　　優れていることを報告している。

　トフアン反応（一），沈盗の塗深標本で結核菌く一），　　　G。1die⑲はDub。s培地で静陵培養を行い400例に

　振露培養で3日後に結核菌を認めた。以上の如く非定　　　ついて分離培養を試み塗抹陰性で培養陽性のもの34例

　型的な臨床症状を示した結核性髄膜炎であるが早期に　　　（8。5％）を得ており簡易に使用出来る培地であること

　確診し得た。　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　を報告している。
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木下⑳はDub。s培地の静置培養と小川培地による　　遠沈，塗沫・染色・鏡検等の処置をするためその間に

分離培養の比較を試み，結核患者30人の喀疾につき施　　　検出率を悪くする要索が考えられる。これと逆に小川

行し検出＄ltっいては瀦共にほ綱じであるが迅速　培地馳で羅糠轍のem・ついては・林⑳縮摘

性でDubos培地の優れていることを報告している。　　　しttf3nくもともと菌数の少い被検物を培養した場合た

　林⑳等もDub。s培地の静澱培養により101例の喀　　またま生菌の一部が一方に含まれ一方に含まれないと

疾の分離培養を行い小川培地との検出率の比較を試　　考えるチヤソスの問題も考えられるが・又各種化学療

み，D。b。、培地陽性例は32例（3・。7％），小川培地陽　法剤と接触した菌が栄瀬求の変異又は生活力の減弱

性例は30例（29．7％）で検出率｝・大差はないが，検出　を来たし卵培惣・蒲し1・くくDub・s馳に発育し

までの期間はD。b。、培地の方が短い．とを認めた。　易いことも考えられ滴橋⑳禰椥・よつては培地の

又小川培地陰性でDubos培地陽性例が3例認められ　　　種類により生え易い場合と生え難い場合のあることを

たがこの逆は認められず，Dubos培地の優れた点を報　　　認めている。又小川培地の判定が8週間後までであつ

告している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たためにHQbby⑳が観察した長期培養の成績や伊東

　その他液体培地を用い分離培養を試みた報告は少い　　　⑳が8週間以後に初めて発育を認める菌のあることを

がKirchner培地を用いたものとして室橋⑳，城山　　考えるとこれらの例にあてはまるものも含まれている

⑳等の報告がありいつれも小川培地に匹敵し得る検出　　可能性を有する・

職示す。とが鵬かである。　　　　　検酬料別の検輝については〔表1〕の如くであ
　振盤培養による分離培養の報告は教室の予報以外は　　　り喀疾ではほ父平均値に近い価を示している。胸水で

認められていなV、．鞘の撒では23。例に施行し塗　は25例中塗沫離例｝ま1例（4・°％）にすぎな、’が振

醐性のものは27例（ユ・．7％）にbヒし囎継陽性は　瀦養陽性は7例（28・°％）と高い価を示した・月勾水

55例（23。9％），小川培地陽性は65例（28，2％）と倍　申の結核齢折出した・イブリ・に附着蜴いことが

以上の陽性勅示しており，振麟養と、j、川培地にょ　知られており・瀦もブイブリ蜥出の部を雛し・

る培養ではほss同様の価を示し振愚培養が結核菌の分　　　これも検出率の比較的良かった一因とも考えられる。

離麟法として蹴検査に日常使用出来ることを示し　肋膜炎の瀕を早く知ること臨床上重要な点であ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り・しかもその決定にはしばしば困難を感ずることが

　振盈培獲，小川培地，塗深漂本に於ける結核菌陽性　　　多いので振愚培養により早期に結核菌を検出するこ

例について更に分析比較すると〔表2〕に示す如くで　　　とは有利である。胃液での検出率は低く13例中小川培

ある。近年化学療法の発達につれ問題となつて来た塗　　　地のみで2例（15・4％）検出されたにすぎないが・胃

糊性，膿灘例については江藤⑳によれぽ全例　液麟を行う場静Gよ噸継馳例であり従つて
の約5％に屠養，鏡検不一致例を認めておるが，本実　　　微量排菌の例であり，又胃液を接種する場合pHの調

験では＿例も認められなかつた。脚1⑳は蘇馳，　節に欄題があり検出されvcくいと考えられる・撒

培養陰性例は小川培地では若・F認められたがKirch一　　に於ける検出は施行例が少ないが・5例中塗秣では1

ner培地では認められず培地による差異を指摘してい　　例も検出されないが振盤培養では2例（40・0％）小川

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培地では4例（80・0％）で検出可能であり比較的高い

　塗沫標禾，振藍培養及び小川培地共に陽性の例と塗　　　価を示した。結核性髄膜炎の際には早期治療が必要の

沫陰性で振盈培養陽性，小川培地陽性の例については　　　ため振愚培養での検出は特に有意義となる。髄液中の

〔表2〕に見られる如くで問題はないが，塗沫陰性で振　　・結核菌検出は化学療法施行前に行はれた場合に良好な

徽醗のみ陽性又は小川培地のみ陽性の例にρいては　結果を得られろことが知られているが諏麟醐1生

多くの聞題を有する。著者の結果では塗沫陰性で小川　　　の2例については1例は既往症に脊椎カリ＝＝スがあり

培地のみ陽性例は19例（8．3％）であり，塗沫陰性で　　化学療法を受けており，他の1例は肺結核で化学療法

振盤培養のみ陽性例は9例（3．9％）で，前者に属する　　施行中の例である・

例の方が多いことを示して炉る。小川培地のみ陽性の　　　結核菌検出までの期間は早期治療のために出来得る

19例の大部分は発育コロニー数が少なく1ケないし数　　　限り短いことが望まれるが，結核菌は発育が他の菌に

ケのものでありしかも検出までに比較的長時間を要し　　　比べ遅く検出までに長時間を要するが液体培地の発達

たものである。従つて微量の菌を含有する材料からの　　　につれて固型培地に比べ検出までの時間は更に短縮さ

分離培養の場合に小川培地陽性で振盈培養陰性となる　　れるであろう。

可能性が考えられ，更に振愚培養の場合，検出に際して　　　Foley⑱によればDubos培地の静置法で分離培養
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を試み，検出までの期間は5日ないし27日で平均11．1　　ほとんど差は認められていないのでこの点に，関しても

目であることを報告している。　　　　　　　　　　　日常使用に耐え得るものである。培地汚染については

　Goldie⑲もDubos培地の静匿法で行い8日ないし　　．培地作製上の汚染は充分注意することによりさけ得る

15目間に検出可能であり，特に塗沫陽性例では検出が　　　が問題となるのは被瞭材料の前処置の点であり，著者

早く塗沫陰性例ではやX長時間を要したことを報告し　　は髄液及び胸水については前処置なしに接種し，胃液

ているe林⑳もDubos培地の静置法で行い32例の陽性　　　及び喀疾にっいては4％NaOHで5分ないし　10S一間

例中で5日後に陽性のもの6例，10日後に陽性のもの　　　箭処置をしてから接種した。松島⑭は前処置の点に関

9例，残りの17例は2週ないし8週後に検出可能であ　　　して研究を行いH2SO4又はNaOHをもつて施行し雑

り，同時に施行した小川培地での検出までの目数は最　　　菌及び結核菌に対するこれら薬剤の作用を調べ著者の

も早いものが12日後であり，他は2週ないし8週後に　　前処置とeik　x・同様の方法で良好な結果を得ている。

検幽可能であり明らかに液体培地の方が早期に検出々　　　以上の如く振塗培養による分離培養は良好な結果を

来ることを認めている。木下⑳もDubos培地の静置　　　示し日常検査法として優れていることが明らかであ

法と小川培地の検出までの期間を比較しDubos培地　　　り，又症例についても前述した如く夫々興味あるもの

では6日ないし28日の間に，又小川培地では13日ない　　であり振磁培養により早期診断の可能であつたもので

し28日の間に検出され特に3週聞以内に検出されるも　　　ある。

のはDubos培地による場合が多いことを報告してい　　　　　　　　結　　語

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結核患者からの喀疾，胸水，胃液，髄液を用いて，

　以上の如く液体培地による結核菌の培養により検出　　　230例につき結核菌の分離培養を振盈培養法により施

までの期間は固型培地に比べや工短縮を認める報告が　　　行し，同時に施行し額小川培地に於ける結果と比較検

多い。更に液体培地に酸素を供給することにより発育　　　討した。

を促進させることが報告されており，Miller⑪は液体　　　　1）振鑑培養に，よる結核菌検出率は小川培地に於け

培地中で増殖する場合蓑面培養に比べ酸素が充分に供　『る検出率にほ警匹敵し得る成績を示した。

給されず強い発育が認められないので酸素供給の目的　　　　2）振懲培養による結核菌検出までの期間は3日な

で振愚培養しGenerati。n　Timeの短縮を認めてい　　　いし4日間であり，小川培地による場合より著明に短

る・又H・1P…⑩は酸鰍給により菌の発育を1・ga一　縮する。

rithrnicに促進させても発育の態度には変化を認めず　　　　3）振盤培養及び小川培地に於ける培地汚染率はほ

又酸素供給を中止すると再び発育はarithmeticalに　　　ぼ同一である。

もどることを朋らかにし，酸素供給の減少につれて

膿撫撫鰍宅簾叢羨毒撫　っ欝瀦叢灘繍錫男鰻鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又昭司嬉士に深謝いたします。
ない。

　著者の振盤培養による分離培養では結核菌検出まで　　　　尚本実験成績の一部は呉真一博土，荒井聖二博：ヒの

に要した日数は培養開始後3日ないし4日後であり，　　　御協力によることを認し深謝いたします。
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